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　４月　４月10日に、村内両小学校にて入学式が行われま日に、村内両小学校にて入学式が行われま

した。今年の入学生は伊江小学校22名、西小学校24

名の計名の計46名で、お父さん、お母さんと一緒に入学式名で、お父さん、お母さんと一緒に入学式

を迎えました。両校とても元気いっぱいの新１年生

でした。真新しいランドセルを背負ってこれからの

学校生活にわくわくどきどきの笑顔が印象的でした。

小学校のお兄さん、お姉さんと楽しく元気に頑張っ
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　４月10日に、村内両小学校にて入学式が行われま

した。今年の入学生は伊江小学校22名、西小学校24

名の計46名で、お父さん、お母さんと一緒に入学式

を迎えました。両校とても元気いっぱいの新１年生

でした。真新しいランドセルを背負ってこれからの

学校生活にわくわくどきどきの笑顔が印象的でした。

小学校のお兄さん、お姉さんと楽しく元気に頑張っ

てほしいですね！！ 

西小学校 

伊江小学校 

西小学校 

伊江小学校 



平
成
24
年
３
月
定
例
議
会
の
開

会
に
当
た
り
、
議
員
各
位
並
び
に

村
民
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

今
議
会
は
平
成
24
年
度
の
村
政

運
営
の
基
本
と
な
り
ま
す
予
算

（
案
）
を
は
じ
め
重
要
案
件
に
つ
い

て
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
村
政
運

営
に
当
た
っ
て
私
の
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
議
員
各
位
並
び
に
村

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

歳
月
ひ
と
を
待
た
ず
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
時
の
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
、
私
が
平
成
17
年
に

村
民
の
負
託
を
受
け
、
村
政
運
営

を
担
当
し
て
か
ら
、
今
年
４
月
に

２
期
７
年
の
歳
月
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
議
員
各
位
並
び
に
村

民
皆
様
の
温
か
い
激
励
と
要
請
、

要
望
に
お
応
え
し
「
健
康
で
平
和

で
豊
か
な
活
力
あ
る
」
村
づ
く
り

に
職
員
共
ど
も
誠
意
を
も
っ
て
対

処
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方
で

起
き
た
地
震
に
よ
る
大
津
波
は
福

島
・
宮
城
・
岩
手
県
を
襲
い
人

命
・
建
物
・
物
資
等
に
多
大
な
被

害
を
被
り
、
未
曾
有
の
大
震
災
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
の
影

響
で
福
島
原
子
力
発
電
所
が
崩
壊

し
放
射
能
汚
染
が
周
辺
地
域
に
飛

散
し
て
発
電
所
に
近
い
場
所
へ
の

立
ち
入
り
規
制
や
農
畜
産
物
の
移

動
禁
止
の
処
置
及
び
除
染
対
策
等

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
は

国
難
と
し
て
被
災
地
の
県
及
び
市

町
村
を
処
遇
し
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
最
善
を
尽
く
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
は
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
、
円
高
並
び
に

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
債
務
危
機

等
の
影
響
が
あ
り
、
世
界
並
び
に

日
本
の
経
済
状
況
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
今
後

の
国
政
の
動
向
を
把
握
感
知
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
慮
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
沖
縄
県
で
は
平
成
23
年

度
で
期
限
と
な
る
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
に
代
る
新
た
な
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
制
定
に
向
け
て
、
沖

縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画

（
仮
称
）
の
策
定
を
図
る
た
め
の
県

民
へ
の
説
明
及
び
協
議
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
沖
縄
振

興
一
括
交
付
金
（
仮
称
）
の
創
設

を
求
め
、
県
知
事
を
先
頭
に
各
関

係
機
関
の
協
力
に
よ
っ
て
内
閣
府

の
沖
縄
振
興
予
算
（
案
）
が
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
前
年

度
を
大
幅
に
上
回
る
総
額
２，

９

３
７
億
円
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
内

の
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

（
仮
称
）
の
６
０
３
億
円
を
県
３
０

０
億
円
と
市
町
村
３
０
３
億
円
の

配
分
が
決
定
さ
れ
、
本
村
の
配
分

額
は
３
、
１
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
交
付
金
交
付
要
綱
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
ら
、
平
成
24
年
度
以

（2）伊江島広報

１．

は
じ
め
に

３月７日、村議会三月定例会が開かれ大城勝正村長より

平成24年度施政方針の表明がありましたので、掲載します。

平成24年度の村の一般会計予算は、59億円となっていま

す。



降
の
予
算
事
業
等
に
反
映
を
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
本
村
で
も
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
３
月
出
荷
の
花
卉
類

の
制
限
及
び
収
穫
時
の
葉
た
ば
こ

が
台
風
２
号
で
全
損
被
害
を
受
け

農
業
経
営
に
大
き
な
し
わ
寄
せ
を

来
し
、
葉
た
ば
こ
生
産
農
家
11
戸

が
廃
作
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
安
心
し
て
生
産
農
家

が
農
業
生
産
等
に
営
ま
れ
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
本
村
の
多
年
の
宿
願
で

あ
り
ま
し
た
国
営
地
下
ダ
ム
工
事

並
び
に
伊
江
島
分
遣
隊
施
設
の
移

設
等
に
つ
い
て
、
海
兵
隊
Ｇ
５
と

の
交
渉
の
結
果
、
計
画
年
度
に
添

う
進
捗
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
15
・
16
年
期
を
最
後
に
製

糖
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
７
年
に
わ

た
り
う
る
ま
市
在
の
球
陽
製
糖
工

場
へ
運
搬
し
て
お
り
ま
し
た
さ
と

う
き
び
が
、
昨
年
の
12
月
に
黒
糖

工
場
の
完
成
に
よ
り
、
平
成
24
年

１
月
か
ら
村
で
圧
搾
が
な
さ
れ
順

調
に
工
場
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
さ
と
う
き
び
原

料
を
活
用
し
た
特
産
品
は
限
ら
れ

た
種
類
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

の
伊
江
島
蒸
溜
所
充
鎮
施
設
の
完

成
で
ラ
ム
酒
を
製
造
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
て
、
現
在
販
路
拡

大
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
花
卉
出
荷
セ
ン
タ
ー
の

完
成
に
よ
り
、
生
産
面
積
の
拡
大
、

雇
用
の
増
大
に
も
繋
が
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
循
環
型
農

業
の
構
築
を
図
り
、
所
得
向
上
を

期
待
す
る
た
め
に
堆
肥
製
造
施
設

の
整
備
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ア

マ
ギ
溜
池
の
改
修
工
事
も
着
工
し
、

農
産
物
の
保
護
及
び
生
産
向
上
の

た
め
の
農
地
防
風
林
事
業
並
び
に

水
無
し
農
業
の
脱
却
と
水
利
用
を

促
進
す
る
地
下
ダ
ム
の
推
進
と
か

ん
が
い
施
設
の
整
備
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

伊
江
村
旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
解

決
地
主
会
の
最
大
の
ご
協
力
に
よ

り
、
新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
え
し
ま
」

が
建
造
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
我
が
村
の
明
日
を
担
う

子
育
て
支
援
の
た
め
の
保
育
施
設

の
整
備
、
文
化
の
継
承
、
村
民
皆

健
康
を
提
唱
し
健
康
づ
く
り
に
邁

進
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
幾
多
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
と
厳
し
い
難

題
を
克
服
し
な
が
ら
、
平
成
23
年

度
も
議
員
各
位
並
び
に
村
民
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
、
有

終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
も
村
民
の
要
請

に
お
応
え
し
、「
健
康
で
平
和
で
豊

か
な
活
力
あ
る
」
村
づ
く
り
と
村

内
外
の
各
団
体
の
ご
協
力
・
ご
支

援
を
賜
り
な
が
ら
「
共
に
歩
み
協

働
」
に
よ
る
「
自
主
・
自
立
」
の

村
づ
く
り
に
英
知
を
結
集
し
て
村

政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
我
が
国
を
震
撼

さ
せ
た
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災

並
び
に
世
界
経
済
が
悪
化
し
、
失

業
者
が
続
出
、
世
界
の
至
る
所
で

内
部
紛
争
が
勃
発
、
又
、
台
風
、

洪
水
等
に
よ
り
国
内
外
で
多
く
の

人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

特
に
本
村
で
は
、
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
花
卉
・
葉
た
ば
こ
の
収

穫
時
に
災
害
等
に
遭
い
大
打
撃
を

受
け
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
世
界
規
模
で
人

災
・
災
害
が
多
か
っ
た
平
成
23
年

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
平

成
24
年
は
平
和
で
、
災
害
の
な
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
が
享
受

で
き
る
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
沖
縄
県
は
復
帰
40

年
の
節
目
を
迎
え
、
県
知
事
を
先

頭
に
市
町
村
会
長
の
ご
尽
力
で
内

閣
府
の
沖
縄
振
興
予
算
は
前
年
度

を
大
幅
に
上
回
る
予
算
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
内
の
一
部
は
使

途
の
自
由
度
が
高
い
沖
縄
振
興
特

別
推
進
交
付
金
（
仮
称
）
と
し
て

県
内
41
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
交
付

金
交
付
要
綱
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
各
市
町
村
の
考
え
と
ア

イ
デ
ィ
ア
で
利
用
で
き
る
予
算
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
東
保
育
所
の
改
築
、
及
び
昨

年
人
工
透
析
施
設
整
備
検
討
協
議

会
を
設
置
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
人
工
透
析
施
設
の
整
備
を
前

提
に
実
施
設
計
の
発
注
並
び
に
戦

後
記
載
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
き
た

戸
籍
公
文
書
の
整
備
等
に
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
（
仮
称
）
を

充
当
す
べ
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
沖
縄
振
興
特
別
推

進
交
付
金
（
仮
称
）
を
は
じ
め
、

国
・
県
の
支
援
を
賜
り
、
村
民
が

「
健
康
で
平
和
で
豊
か
な
活
力
あ

る
」
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と
と

も
に
伊
江
村
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り

ま
す
「
融
和
・
勤
労
・
躍
進
」
を

念
頭
に
第
４
次
総
合
計
画
に
掲
げ

て
い
る
「
互
い
に
支
え
あ
い
、
誇

り
を
持
っ
て
、
豊
か
な
気
持
ち
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
」
の
実
現

を
目
指
し
、
全
職
員
共
ど
も
誠
心

誠
意
を
尽
く
し
、
次
の
項
目
を
中

心
に
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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基
本
的
な
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え
方



（
１
）
「
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
村
」
を
目
指
し
、
農
林
水

産
業
・
商
工
観
光
業
、
製
造
加
工

業
の
振
興
を
図
り
、
雇
用
拡
大
に

努
め
ま
す
。

（
２
）「
考
え
る
力
、
行
動
す
る
力
、

生
き
る
力
を
育
む
村
」
を
目
指
し
、

人
材
育
成
と
教
育
環
境
の
整
備
と

文
化
の
継
承
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

心
も
体
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
村
」

を
目
指
し
、
福
祉
の
向
上
と
医
療

保
健
の
充
実
と
整
備
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
「
美
し
い
自
然
と
住
み
よ
い

環
境
の
村
」
を
目
指
し
、
自
然
を

大
切
に
花
と
緑
の
映
え
る
生
活
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
国
営
地
下
ダ
ム
の
建
設
の
促

進
と
県
営
・
団
体
営
の
か
ん
が
い

排
水
事
業
を
推
進
し
、
水
利
用
の

充
実
と
生
産
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
離
島
住
民
の
交
通
機
関
は
航

空
と
船
舶
で
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
ぐ

す
く
の
代
船
建
造
に
向
け
て
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（
７
）
人
工
透
析
患
者
の
精
神
的
・

経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
う
え

か
ら
施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
８
）
村
内
で
開
催
し
て
い
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
充
実
と
発
展
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
各
団
体
等
が
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
を
支
援

し
、
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

（
９
）
第
４
次
伊
江
村
総
合
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
県
計
画
と
の
整
合

性
も
執
り
な
が
ら
計
画
の
実
施
促

進
に
努
め
ま
す
。

(

１)

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

国
内
の
農
業
は
後
継
者
不
足
、

農
家
人
口
の
長
期
減
少
、
輸
入
農

産
物
の
増
加
に
よ
る
競
争
力
低
下

と
い
っ
た
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。本

村
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
、
更
に
は
５
月
の
台
風

２
号
に
よ
る
被
害
に
よ
り
、
村
の

農
林
水
産
業
の
殆
ど
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
花
き
の
出
荷
制
限
、

停
止
等
、
葉
タ
バ
コ
に
つ
い
て
は

全
体
の
２
割
程
し
か
収
穫
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
他

の
農
産
物
に
つ
い
て
も
被
害
は
大

き
く
、
今
後
の
農
業
経
営
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
作
物
の
持
続
的

生
産
力
維
持
を
図
る
た
め
、
緑
肥

を
中
心
と
し
た
堆
肥
、
肥
料
等
の

助
成
事
業
並
び
に
、
農
家
経
営
支

援
資
金
利
子
助
成
事
業
等
も
併
せ
、

農
家
へ
の
支
援
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

一
方
、
本
村
に
お
け
る
今
後
の

農
業
体
系
に
つ
い
て
は
、「
今
の
農

業
、
将
来
の
農
業
に
望
む
こ
と
」

と
題
し
て
、
東
地
区
、
西
地
区
に

分
け
て
村
内
の
農
家
を
集
め
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ(

意
見
交
換
会)

を
８

月
と
９
月
に
開
催
し
、
今
後
規
模

拡
大
や
新
た
に
導
入
し
た
い
作
物

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
そ
の

中
か
ら
何
点
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

西
部
土
地
改
良
区
に
設
置
し
て
あ

る
展
示
圃
に
て
実
証
栽
培
を
進
め

て
い
る
所
で
あ
り
、
今
後
は
、
Ｊ

Ａ
伊
江
支
店
、
生
産
団
体
等
と
協

議
、
調
査
等
を
行
い
今
後
に
備
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
研
究
、
検
討
を
重
ね

国
、
県
等
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
沖
縄
北
部
振
興

特
別
対
策
事
業
で
施
設
整
備
を
し

た
「
伊
江
村
黒
糖
工
場
」
更
に
は

沖
縄
北
部
活
性
化
特
別
振
興
事
業

で
整
備
し
た
「
伊
江
村
花
き
選
別

施
設
」
が
、
既
に
本
格
稼
動
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い
時
代
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
み
第
一
次
産
業
の
さ

ら
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
水
に
乏
し
い
本

村
は
、
地
下
ダ
ム
工
事
が
進
み
、

国
営
事
業
は
平
成
27
年
度
完
工
の

予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

関
連
事
業
で
あ
る
県
営
、
団
体
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
や
農
地
保
全

整
備
事
業
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。今

後
の
安
定
し
た
農
業
生
産
を

確
立
す
る
た
め
に
も
、
永
続
性
の

あ
る
防
風
林
等
の
植
栽
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
林
業
構

造
改
善
事
業
に
よ
り
、
防
風
林
、

緑
化
木
等
の
生
産
育
苗
施
設
を
設

置
し
、
苗
木
の
供
給
を
図
り
、
防

風
林
等
の
重
要
さ
の
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
21
年
度
よ
り
環
境
生
態
系
保
全

活
動
事
業
及
び
離
島
漁
業
再
生
支

援
事
業
等
で
漁
場
の
環
境
保
全
、

サ
ン
ゴ
礁
の
復
元
及
び
保
全
を
図

り
水
産
資
源
の
増
大
に
繋
げ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
有
効
資
源
を
生

か
し
た
新
商
品
の
加
工
開
発
と
販

路
拡
大
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
と
安
定
し
た
漁
業
経
営
に
向

け
支
援
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
魚
類
養
殖
業
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
で
す
が
、
餌
料
コ
ス
ト
の
効
果

的
な
削
減
、
付
加
価
値
の
高
い
県

産
養
殖
魚
へ
の
転
換
等
、
県
内
外

へ
の
養
殖
魚
の
流
通
販
路
の
拡
大
、

漁
場
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ズ
ク
養
殖
業
に
つ
い
て
は
、

加
工
技
術
、
新
商
品
の
開
発
等
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
、
今
後

は
、
生
産
者
の
計
画
的
生
産
に
よ

り
、
安
定
し
た
経
営
が
図
ら
れ
る

と
期
待
い
た
し
ま
す
。

漁
船
漁
業
に
つ
い
て
は
燃
料
の

（4）伊江島広報

３．

主
要
施
策



高
騰
や
魚
価
安
で
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
事
業
で
設
置
し
た
浮
漁
礁

を
最
大
限
に
活
用
し
効
率
的
な
操

業
に
よ
る
漁
獲
生
産
高
の
向
上
に

繋
が
る
よ
う
、
組
合
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。畜

産
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
事
業
開
始
し
た
優
良
繁

殖
雌
牛
更
新
事
業
に
よ
り
、
22
、

23
年
度
で
約
３
０
０
頭
の
更
新
実

績
が
あ
り
、
平
成
24
年
度
も
引
き

続
き
助
成
し
、
肉
用
牛
（
子
牛
）

拠
点
産
地
と
し
て
、
安
定
し
た
子

牛
生
産
、
出
荷
が
で
き
、
信
頼
性

の
あ
る
産
地
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

今
年
の
初
セ
リ
に
お
い
て
は
昨
年

の
価
格
よ
り
上
昇
し
、
農
家
の
生

産
意
欲
も
高
ま
り
今
後
の
経
営
安

定
に
繋
が
る
も
の
だ
と
思
料
い
た

し
ま
す
の
で
、
周
年
を
通
し
て
価

格
が
安
定
す
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
年
に
１
回
開
催
さ

れ
る
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が

今
年
の
10
月
に
長
崎
県
で
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
の
６
月
か
ら
Ｊ
Ａ
伊

江
支
店
、
和
牛
改
良
組
合
、
島
牛

会
と
連
携
を
と
り
全
国
共
進
会
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
最
終
審
査
ま
で
連
携
を
図

り
村
か
ら
の
出
場
に
向
け
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
堆
肥
製
造
場
が
23
年
度

に
完
成
い
た
し
ま
す
。
管
理
棟
、

製
品
貯
蔵
庫
、
天
日
干
場
等
も
24

年
度
で
完
成
の
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
は
、
畜
産
農
家
、
各
関
係
団

体
と
運
営
方
法
等
を
十
分
に
協
議

し
、
方
向
性
を
見
極
め
た
う
え
で
、

運
用
に
向
け
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
商
工
観
光
産
業
の
振
興
に
つ

い
て本

村
の
商
工
業
は
、
地
域
経
済

を
牽
引
す
る
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
担
い
雇
用
拡
大

の
観
点
か
ら
も
重
要
な
産
業
で
あ

る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

商
工
会
で
は
、
地
域
の
経
済
循

環
を
図
る
た
め
に
地
域
商
品
券
の

発
行
や
商
工
会
青
年
部
の
小
麦
粉

を
活
用
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
へ
の

取
組
み
な
ど
は
、
地
元
消
費
の
拡

大
に
繋
が
る
誘
因
と
し
て
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
商
工
会
で

取
組
ん
で
い
る
全
国
展
開
支
援
事

業
を
支
援
し
、
地
域
食
材
の
開
発

等
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

第
20
回
を
迎
え
る
伊
江
島
一
周
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
の
谷
口
浩
美
氏
と
川
上

優
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
新
た
に

70
代
の
部
や
高
校
生
の
部
を
設
け
、

２
千
名
規
模
に
定
員
を
拡
大
し
て

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
花
に
よ
る
地
域
活
性
化

は
、
ゆ
り
祭
り
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

祭
り
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
品
評
会

の
開
催
だ
け
で
は
な
く
、
平
成
23

年
度
に
「
伊
江
島
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
協
議
会
」
を
組
織
し
、
住

民
参
加
型
の
協
働
に
よ
る
地
域
を

網
羅
し
た
「
花
の
島
」
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
商
工
会
を
始
め
、

各
団
体
と
更
な
る
連
携
の
強
化
を

図
り
、
四
季
折
々
の
「
花
の
島
」

づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
本
村
の
観
光
を

牽
引
す
る
民
家
体
験
泊
事
業
も
開

始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

さ
ら
な
る
、
盛
況
に
向
け
て
事
業

主
体
と
連
携
し
、
観
光
の
目
玉
と

し
て
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
新
た
な
体
験
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
乗
馬
体
験
の
ホ
ー
ス
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
の
支
援
の
た
め
に
整

備
し
ま
し
た
、
伊
江
村
体
験
交
流

施
設
の
指
定
管
理
を
行
い
、
馬
を

活
用
し
た
伊
江
島
体
験
の
充
実
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
、
一
般
観
光
客

や
家
族
単
位
の
体
験
観
光
に
結
び

つ
け
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
の
利
用
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、

県
が
主
催
す
る
観
光
誘
致
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
「
沖
縄
観
光
キ
ッ
ク
オ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、

本
土
旅
行
社
に
直
接
、
伊
江
島
観

光
の
誘
致
を
行
な
う
と
と
も
に
、

観
光
大
使
の
武
藤
美
幸
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
３
）
製
造
加
工
業
の
振
興
と
雇
用

拡
大
に
つ
い
て

製
造
加
工
は
、
黒
糖
工
場
が
今

期
よ
り
稼
働
し
、
村
民
待
望
の
本

格
的
な
施
設
と
し
て
、
県
内
で
も

最
新
鋭
の
工
場
と
し
て
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
と
う
き
び

の
作
柄
が
悪
く
当
初
の
予
想
を
下

回
る
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
で
あ

り
ま
す
。

さ
と
う
き
び
は
、
本
村
の
特
産

品
開
発
の
素
材
と
し
て
は
、
今
後

大
い
に
活
用
が
見
込
め
、
そ
の
商

品
開
発
の
た
め
に
既
存
菓
子
製
造

事
業
所
と
も
連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ム
酒
の
製
造
に
お
い

て
も
平
成
23
年
７
月
よ
り
販
売
を

開
始
し
、
順
調
に
展
開
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
ラ
ム
酒
カ
ク
テ
ル
の

製
造
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、

村
と
し
て
も
、
ラ
ム
酒
の
販
路
拡

大
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
面
で
は
、
黒
糖
工
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場
の
稼
働
で
職
員
が
増
加
し
、
他

の
事
業
所
に
お
い
て
も
黒
糖
を
活

用
し
た
商
品
開
発
に
よ
る
雇
用
の

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
国

の
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
を

活
用
し
、
支
援
い
た
し
ま
す
。

（
４
）
教
育
文
化
と
社
会
教
育
の
振

興
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、

平
成
23
年
度
、
小
学
校
に
お
け
る

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に

続
き
、
平
成
24
年
度
は
中
学
校
も

完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
よ
り
新
た
な
県
学
力

向
上
主
要
施
策
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
か
ら
、
本
村
の
教
育
の
方
向

を
示
す
「
伊
江
村
教
育
振
興
基
本

計
画
」
の
策
定
に
努
め
、
県
学
力

向
上
主
要
施
策
・
村
第
４
次
総
合

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

新
た
な
教
育
課
程
、
新
た
な
学
力

向
上
推
進
の
も
と
「
生
き
る
力
」

の
育
成
の
た
め
の
教
育
実
践
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

特
に
学
力
向
上
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
の
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
・
行
政
の
連
携
を
通
し
て
「
幼

児
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
『
確

か
な
学
力
』
を
向
上
さ
せ
、『
生
き

る
力
』
を
育
む
」
を
目
標
に
、
各

種
検
定
の
受
験
料
補
助
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
自
立
的
な
学
習
習
慣

の
形
成
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
目

指
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
学
習

支
援
を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
学

習
支
援
員
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
授
業
改
善
に
係
る
研
修
会

及
び
講
師
等
の
招
聘
を
通
し
て
、

教
職
員
の
意
欲
喚
起
、
資
質
向
上

に
努
め
ま
す
。

本
村
の
児
童
生
徒
の
課
題
で
あ

る
不
登
校
及
び
不
登
校
気
味
の
児

童
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
専
門

家
に
よ
る
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
事
業
、
登
校
支
援
特
別
支
援

員
の
配
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。
学

校
・
家
庭
・
行
政
の
連
携
を
密
に

し
、
改
善
が
図
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

村
出
身
高
校
生
の
就
学
支
援
費

と
し
て
居
住
費
や
通
学
費
等
と
平

成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
船
賃
助

成
費
を
包
括
し
た
助
成
拡
充
を
行

い
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も

つ
児
童
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

給
食
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
専
用
調
理
室
の

施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

学
校
環
境
の
整
備
で
は
、
平
成

23
年
度
に
引
き
続
き
西
幼
稚
園
・

西
小
学
校
の
新
園
舎
・
校
舎
の
完

成
と
校
庭
整
備
事
業
に
着
手
、
完

了
予
定
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
教

育
環
境
の
も
と
で
幼
児
児
童
が
の

び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
の
振
興
で
は
、
昭
和
55
年

か
ら
始
ま
っ
た
各
区
輪
番
制
民
俗

芸
能
発
表
会
が
昨
年
で
４
巡
目
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
各
区
に
伝

わ
る
芸
能
の
保
存
継
承
は
も
と
よ

り
、
区
の
活
性
化
や
世
代
間
交
流

の
場
と
な
り
各
区
輪
番
制
の
意
義

は
大
き
い
こ
と
か
ら
５
巡
目
の
開

催
実
施
へ
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
伊
江
島
考
察

史
」
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
検
討

会
を
実
施
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興
で
は
、
こ
ど

も
会
・
青
年
会
・
婦
人
会
な
ど
の

各
種
団
体
の
育
成
強
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
時
代
に
即
応
し
た
社

会
教
育
の
推
進
を
図
り
、
中
央
公

民
館
を
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
諸
事
業
の
展
開
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
の
振
興
で
は
、
保
育

園
児
を
対
象
と
し
た
フ
ロ
ア
リ
ズ

ム
・
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
教
室
の
継
続
、

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の

充
実
、
Ｂ
＆
Ｇ
会
員
制
度
の
普
及

促
進
、
中
高
年
齢
層
を
対
象
と
し

た
各
種
健
康
教
室
の
開
催
、
高
齢

者
の
転
倒
防
止
・
健
康
保
持
増
進

と
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た

健
康
増
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
５
）
住
民
福
祉
の
向
上
と
医
療
保

健
の
充
実
に
つ
い
て

健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
思
い
や

り
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
地
域
が
協
働
の
心

を
持
ち
共
通
認
識
の
も
と
、
一
体

と
な
っ
て
歩
む
こ
と
が
住
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
に
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
・
県
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ

に
回
復
が
見
ら
れ
な
い
経
済
情
勢

や
、
人
口
減
少
社
会
に
伴
う
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、

福
祉
・
医
療
・
年
金
等
の
公
的
な

費
用
負
担
の
増
大
と
と
も
に
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
社
会

保
障
制
度
の
将
来
に
わ
た
る
安
定

維
持
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
村
に
お
い
て
も
福
祉
の
充
実

は
重
要
で
あ
り
、
国
・
県
の
動
向

を
十
分
に
把
握
し
な
が
ら
福
祉
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医

療
体
制
の
充
実
は
、
離
島
で
あ
る

が
故
に
我
が
村
に
と
っ
て
は
優
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
施
策

の
一
つ
で
あ
り
、
安
定
的
な
医

師
・
看
護
師
等
の
確
保
は
そ
の
基

盤
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
医

療
機
器
の
整
備
、
リ
ハ
ビ
リ
等
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
村
民
が
安
心

し
て
生
活
を
営
め
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

医
師
等
の
労
働
環
境
が
過
重
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
村
民
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
す
人
工
透
析
医

療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
設
に
向

け
た
元
年
と
位
置
づ
け
、
そ
の
施

設
整
備
に
向
け
て
実
施
設
計
業
務

を
進
め
る
と
と
も
に
、
医
師
・
看

護
師
の
透
析
技
術
習
得
の
た
め
の

研
修
派
遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
が
進
む
な
か
、
適
正
な
保
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育
施
設
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
、

子
供
に
と
っ
て
も
親
に
と
っ
て
も

最
適
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

し
て
提
供
す
る
た
め
に
、
東
保
育

所
改
築
工
事
を
進
め
ま
す
。

村
民
福
祉
の
向
上
と
健
康
増
進

に
向
け
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」

の
無
料
化
、
幼
児
期
・
学
童
期
に

お
け
る
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
事
業

等
を
継
続
実
施
す
る
と
共
に
、
健

康
増
進
の
基
礎
と
な
る
住
民
健
診

の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
健
康

教
育
、
健
康
相
談
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
健
康
を
守
る
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
疾
病
構

造
の
変
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
、

高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
で
保
険
財
政
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の

負
担
を
軽
減
し
安
定
し
た
財
政
を

確
保
す
る
に
は
、
村
民
が
健
康
管

理
に
気
を
配
り
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、
村
内
事
業
者
や

団
体
と
連
携
し
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
に

重
点
を
置
い
て
、
疾
病
予
防
の
重

視
と
医
療
費
の
適
正
化
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
特
定
健
診
の
結

果
を
基
に
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の

該
当
者
及
び
そ
の
予
備
群
に
対
し
、

効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、
国

民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度
と
介

護
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と

生
活
が
出
来
る
よ
う
高
齢
者
の

個
々
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
介
護

予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
要
介

護
状
態
の
軽
減
や
悪
化
防
止
を
、

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
介
護
給
付
の
適

正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

村
民
が
良
好
な
生
活
環
境
を
享

受
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
自
然
の
景
観
を
維

持
、
創
出
し
調
和
の
と
れ
た
生
活

環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
来
村
さ

れ
る
観
光
客
や
民
泊
の
子
供
た
ち

に
奇
麗
な
海
や
砂
浜
で
自
然
に
戯

れ
な
が
ら
伊
江
島
を
満
喫
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
に
よ

り
本
村
の
観
光
産
業
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

村
民
に
一
般
家
庭
ご
み
の
「
分
別

減
量
化
」
を
基
本
と
し
た
再
資
源

化
の
推
進
、
不
法
投
棄
や
産
業
廃

棄
物
の
処
理
作
業
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
等
に
よ
る
糞

尿
被
害
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
等
に
つ
い
て
村
民
へ
啓
発
活
動

を
行
い
、
環
境
美
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
美
し
い
海

岸
の
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
子
供

た
ち
へ
環
境
美
化
教
育
の
一
端
を

兼
ね
て
各
区
の
子
供
会
、
各
種
団

体
、
そ
の
他
委
託
業
務
等
で
海
岸

漂
着
物
回
収
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。近

年
ハ
ブ
の
買
い
取
り
件
数
の

増
加
と
と
も
に
、
ハ
ブ
が
生
息
す

る
環
境
問
題
も
提
起
さ
れ
た
事
か

ら
、
村
民
や
観
光
客
に
ハ
ブ
咬
症

が
で
な
い
よ
う
ハ
ブ
対
策
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
施
設

の
普
及
促
進
や
雨
水
浸
透
地
の
管

理
・
具
志
排
水
施
設
の
水
質
浄
化

な
ど
様
々
な
環
境
美
化
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
村
民
の
環
境
保
全
の
認
識
を
更

に
高
め
な
が
ら
、
Ｅ
＆
Ｃ
セ
ン
タ

ー
や
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
効

果
的
に
維
持
・
運
営
し
な
が
ら
地

域
や
各
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に

し
て
良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
村
内
の
道
路
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
社
会
資
本
整

備
事
業
や
、
そ
の
他
の
補
助
金
等

を
導
入
し
て
側
溝
や
舗
装
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
は
歩

行
者
が
安
心
し
て
通
勤
や
通
学
が

で
き
る
よ
う
に
歩
道
と
車
道
を
カ

ラ
ー
塗
装
で
区
分
け
し
、
交
通
安

全
対
策
と
景
観
に
も
配
慮
し
た
道

路
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
村
民
に
も
観
光
客
に
と
っ

て
も
快
適
な
道
路
及
び
沿
道
景
観

の
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
国
・
県

の
支
援
を
受
け
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
各
区
か
ら
要
望
を

受
け
た
改
修
個
所
に
つ
い
て
は
緊

急
性
を
判
断
し
、
内
容
を
十
分
に

精
査
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

つ
ぎ
に
、
村
営
団
地
の
長
寿
命

化
に
対
応
す
る
た
め
、
適
切
な
時

期
に
予
防
保
全
的
な
修
繕
を
行
う

こ
と
で
居
住
性
・
安
全
性
の
維

持
・
向
上
を
図
り
、
長
期
的
に
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
全
な
村
営
団
地
の

運
営
を
図
る
為
、
日
頃
か
ら
居
住

者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
快
適
な

住
居
環
境
に
努
め
、
併
せ
て
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
を
行
い

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）
防
災
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
中
に
策
定
す
る
地

域
防
災
計
画
は
、
地
域
に
係
る
災

害
対
策
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
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災
行
政
の
整
備
及
び
推
進
を
図
り
、

村
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
24
年
度

は
、
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
を

基
に
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
り
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も

村
民
が
迅
速
・
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
消
防
力
維
持
の
た
め
に

老
朽
化
し
た
消
防
車
（
１
号
車
）

に
替
わ
る
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車

の
導
入
を
い
た
し
ま
す
。

（
８
）
情
報
通
信
網
の
推
進
に
つ
い
て

本
村
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平

成
22
年
度
ま
で
、
総
務
省
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
事
業
等
を
導
入
し
住
民
生

活
の
利
便
性
向
上
や
児
童
生
徒
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
基
礎
学
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
は
、
導

入
し
た
事
業
を
利
活
用
す
る
た
め
、

村
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
イ
ー
コ
ム
の
協

力
を
得
て
、
児
童
生
徒
へ
の
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
導

入
し
て
き
た
事
業
の
効
果
的
運
用

を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
テ
レ
ビ
、
映
画
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
教

育
等
、
多
種
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
回
線
の
整
備
に
向
け
て
国
や
県
、

北
部
広
域
圏
と
協
議
を
行
い
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
９
）
基
地
行
政
に
つ
い
て

現
政
権
は
、
普
天
間
飛
行
場
の

県
外
移
設
を
訴
え
な
が
ら
撤
回
す

る
な
ど
迷
走
し
、
県
民
に
大
き
な

失
望
感
と
政
府
へ
の
不
信
感
を
高

め
ま
し
た
。
辺
野
古
移
設
を
進
め

る
政
府
と
県
外
移
設
を
求
め
る
沖

縄
県
知
事
、
県
民
世
論
と
は
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除

去
と
沖
縄
の
負
担
軽
減
が
早
期
に

解
決
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
り
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
情

報
の
速
や
か
な
収
集
と
適
切
な
対

応
を
取
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

国
営
地
下
ダ
ム
工
事
に
伴
う
伊

江
島
分
遣
隊
施
設
の
移
設
に
つ
い

て
は
、
隣
接
す
る
真
謝
区
民
の
不

安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
伊
江
農

業
水
利
事
業
所
と
連
携
を
密
に
し

て
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
る
と

と
も
に
、
生
活
環
境
に
最
大
限
の

配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
米
軍
及

び
関
係
機
関
と
協
議
調
整
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
粉
塵
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
粉
塵
被
害
の
解
決
を
米

軍
及
び
沖
縄
防
衛
局
に
強
く
要
請

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
に
粉
塵
対
策
の
実
施
工
法
が
調

査
検
討
さ
れ
、
平
成
24
年
度
以
降

の
粉
塵
対
策
の
早
期
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
基
地
の
安
全
な
運
用

の
徹
底
と
基
地
か
ら
派
生
す
る
事

件
・
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
米
軍

及
び
関
係
機
関
に
機
会
あ
る
ご
と

に
強
く
申
し
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
）
公
営
企
業
の
充
実
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度
に
か

け
て
継
続
事
業
で
あ
り
ま
し
た
、

新
船
の
建
造
が
本
年
２
月
末
に
竣

工
し
３
月
中
旬
か
ら
定
期
運
航
に

入
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
内
閣
府
沖
縄
振
興
局

及
び
沖
縄
県
、
そ
し
て
伊
江
村
旧

軍
飛
行
場
用
地
問
題
解
決
地
主
会

の
ほ
か
関
係
機
関
の
ご
指
導
ご
協

力
の
賜
と
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
造
船
「
い
え
し
ま
」
は
従
来

の
船
舶
と
比
べ
一
回
り
大
き
く
、

旅
客
・
車
両
は
も
と
よ
り
生
産
物

及
び
生
活
資
材
・
建
築
資
材
等
の

大
幅
な
輸
送
量
増
が
可
能
と
な
り
、

今
後
の
村
勢
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
横
揺
れ
防
止
装
置
と

主
機
・
補
機
の
防
振
装
置
の
導
入
、

そ
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
近
代
的

な
設
備
に
よ
り
、
幅
広
い
客
層
に

快
適
な
船
旅
を
提
供
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
な
お
一
層
の
安

全
航
行
に
努
め
、
よ
り
良
い
旅
客

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
徹
し
観
光
振

興
と
本
村
の
産
業
発
展
、
住
民
生

活
の
向
上
を
図
る
べ
く
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
４
月
１
日
か
ら
、

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
活
用
に

よ
る
離
島
住
民
交
通
コ
ス
ト
負
担

軽
減
事
業
（
仮
称
）
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
本
事
業
は
社
会
実
験
を

し
な
い
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
に
は
当
面
事
務
手
続
き
な

ど
で
煩
わ
し
さ
や
戸
惑
い
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
現
在
の
運
賃

負
担
を
３
分
の
１
に
軽
減
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

周
知
の
と
お
り
本
村
に
は
河
川
も

な
く
、
湧
き
水
に
も
乏
し
く
、
自

己
水
確
保
は
天
気
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
な
ど
、
特
に
雨
が
少
な
い

時
期
に
は
県
企
業
局
か
ら
の
受
水

に
頼
ら
ざ
る
得
な
い
現
状
に
あ
り
、

水
道
事
業
の
運
営
も
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未
改

修
の
老
朽
管
か
ら
の
漏
水
等
は
会

計
を
圧
迫
す
る
要
因
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
24
年
度
も
、
村
民
並

び
に
利
用
者
皆
様
の
、
生
活
保
持

に
関
わ
る
老
朽
管
改
修
工
事
を
順

次
着
工
出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
の
果

た
す
使
命
を
十
分
認
識
し
、
自
己
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水
の
確
保
、
漏
水
防
止
に
努
め
、

生
活
水
の
「
安
心
・
安
全
」
を
第

一
に
考
え
健
全
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
11
）
国
営
・
県
営
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
国
営
・
県
営
事
業

に
お
い
て
生
活
基
盤
及
び
生
産
基

盤
の
整
備
が
実
施
さ
れ
、
地
域
振

興
の
促
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
離
島
の
立
地
条
件
を
克
服

す
る
た
め
に
、
国
営
・
県
営
事
業

で
の
基
盤
整
備
を
国
・
県
の
関
係

部
局
に
要
請
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
国
・
県
の
事
業

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

（
12
）
予
算
概
要
に
つ
い
て

世
界
的
な
経
済
危
機
に
あ
お
ら

れ
、
か
つ
て
な
い
円
高
水
準
が
続

き
、
企
業
収
益
の
悪
化
や
デ
フ
レ

の
影
響
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
最
中
、
平
成
23
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方

に
か
け
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
国
民
生
活
自
体
に

も
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
政
府
は
、
平
成

24
年
度
予
算
に
お
い
て
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
、
日
本
再
生

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
主
要
施
策
の
中
に
は
地

域
主
権
改
革
が
あ
り
、
沖
縄
振
興

自
主
戦
略
と
し
て
沖
縄
振
興
特
別

推
進
交
付
金
（
仮
称
）
が
本
年
度

導
入
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付

金
（
仮
称
）
を
財
源
と
す
る
事
業

展
開
を
図
り
た
い
が
、
ま
だ
国
の

交
付
要
綱
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、

平
成
24
年
度
は
、
特
定
防
衛
施
設

調
整
交
付
金
事
業
に
て
村
立
診
療

所
人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
を
、

村
単
独
事
業
に
て
東
保
育
所
整
備

事
業
や
沖
縄
関
係
戸
籍
の
電
算
化

事
業
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
交
付
金
の
交
付
要
綱
が

整
備
さ
れ
次
第
、
国
や
県
と
事
業

調
整
を
行
い
、
財
源
振
り
替
え
等

に
よ
り
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付

金
（
仮
称
）
の
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
他
補
助
事
業
と
し
て
、
特

産
品
加
工
支
援
施
設
や
ア
マ
ギ
溜

池
改
修
工
事
、
村
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
整
備
）、
団

体
営
農
地
保
全
整
備
事
業
（
西
崎

第
２
地
区
）、
西
小
学
校
校
舎
改
築

併
行
防
音
工
事
等
が
あ
り
、
本
村

の
一
般
会
計
は
、
59
億
円
で
対
前

年
度
予
算
比
２
、
９
４
％
減
の
、

１
億
７
、
９
０
０
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
６

会
計
の
合
計
は
、
78
億
５
、
８
６

５
万
１
千
円
で
対
前
年
比
９
、
６

２
％
減
の
、
８
億
３
、
６
２
５
万

４
千
円
の
減
と
な
り
内
訳
は
上
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
と
復
興

に
国
力
が
注
が
れ
る
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
を
乗
り
越
え
て
い

く
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

の
自
主
性
・
自
立
性
が
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員

と
と
も
に
、
信
念
と
誇
り
を
持
っ

て
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
最
大

限
の
努
力
を
尽
く
し
て
課
題
解
決

に
取
組
み
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

む
ら
づ
く
り
を
進
め
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
村
政
運
営
に
つ
い

て
、
村
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
私

の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。平

成
24
年
３
月
７
日

伊
江
村
長
　
大
城
勝
正
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４．

お
わ
り
に

県営治山事業(保安林保育事業） 川平地区・東江上地区 

東江上地区 

川平第１地区・第２地区 

県営かんがい排水事業  

県営農地保全整備事業 

ダム止水壁・用水路工・ 
ファームポンド工 

国営水利事業（地下ダム） 

伊江港港湾改修事業 
伊江港浚渫　18,000m3 

岸壁の嵩上げ L=95m  舗装工事 

県営 

国営 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

会計別予算額調書（案） 

6,079,000 

165,000 

1,024,000 

56,000 

1,225,411 

145,494 

8,694,905

5,900,000 

184,000 

1,018,000 

58,000 

539,000 

159,025 

7,858,651

 

30,000 

137,634 

18,187 

0 

1,200 

187,021

▲ 179,000 

19,000 

▲ 6,000 

2,000 

▲ 685,785 

13,531 

▲ 836,254

▲ 2.94 

11.52 

▲ 0.59 

3.57 

▲ 55.96 

9.30 

▲ 9.62

一般会計 

診療所会計 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

船舶運航事業会計 

水道事業会計 

合　　計 

会　計　別 増　減 

（単位：千円） 

伸率（％） 
本年度予算額 前年度 

予算額 一般会計繰出 予算額 



（10） 伊江島広報 

記事についてのお問い合わせ： 

福祉保健課　49-2234、49-5000
育児の気になることは、 

保健師へ相談を！ 

　ここ最近、子どもでも肥満が原因の生活習慣病が増えています。子どもの肥満は、成人の

肥満にもつながりやすく、メタボリックシンドロームや生活習慣病のリスクが高くなります。

それだけでなく、コンプレックスを抱える原因にもなり、精神面での影響も出てきます。 

子どもの肥満は親のサポートで改善することができます。大切なお子さんの生活習慣につい

て、少し考えてみませんか？ 

　幼児期に太りやすい生活習慣を身につけてしまうと、その生活習慣を続けてしまいやすく、

年齢が高くなるほど肥満を解消するにはかなりの努力を要します。また、子どもの肥満は成

人の肥満に移行する率が高く、将来、生活習慣病になりやすいことがわかっています。さら

に、体が思うように動かないことで運動が嫌いになったり、体型にコンプレックスを抱いて

消極的になったりして、肥満期間が長いほど改善することが難しくなります。 

　早食い、脂肪分・糖分が多す

ぎる食事など栄養バランスの偏

り、朝食欠食、不規則にとるお

やつなどの食生活の乱れ。 

　室内遊び、テレビの長時間視

聴、車での移動やエスカレータ

ーの利用などによる身体活動量

の低下、運動不足。 

　夜間のおやつ、就寝時間の遅れ、

睡眠時間の短縮などの生活リズ

ムや食べ物が24時間手に入る環境、

甘え不足などのストレス。 

子どもの肥満は成人の生活習慣病につながっている･･･？ 子どもの肥満は成人の生活習慣病につながっている･･･？ 

太りやすい生活習慣とは 

家族みんなで見直したい生活習慣のポイント！ 家族みんなで見直したい生活習慣のポイント！ 

食生活 環境 運動 

保健師だより 

運動習慣 ③ 生活リズムや環境 ① ② 食生活 

食事制限より、
食事の取り方を
見直しましょう！ 

日常で体を動
かせる工夫をし
ましょう！ 

家族そろって楽
しく食べる時間
をつくりましょう。 

●ジュースやお菓子などを買

い置きしない 

●薄味の和食を中心とした食

事内容にする 

●よく噛むような食材を使う 

●おやつの習慣を見直してみ

るなど 

●少しの距離なら歩き、少しず

つ距離をのばす 

●階段を使うようにする 

●身辺自立を促し、お手伝いや

役割を与える 

●休日は公園へ出かけるなど 

●食事の時はテレビを消して 

●会話の中から、抱えている

ストレスを把握する 

●約束の時間を過ぎたら食べ

ない、などのルールづくり

など 

子どもの肥満  子どもの肥満  
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税に関する情報は国税庁ホームページヘ 

詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただくか、最寄の税務署にお尋ねください。 

○保険年金に係る特別還付金の手続 
次に該当する保険を年金で受給されている方で、平成12年分か

ら平成18年分の各年分の所得税額が納め過ぎとなっている方に

ついては、平成24年6月29日までに手続きをしていただくこ

とで、納め過ぎとなっている所得税額に相当する額（特別還付金）

が支給されます。 

年金型保険 学資保険 個人年金保険 国税庁 検 索 

（注）提出期間:平成23年分は法定申告期限から5年以内 

○確定申告が間違っていたとき 

税額を多く申告 税額を少なく申告 

期間内に更正の請
求書を提出（注） 

早めに修正申告書を提
出（延滞税がかかる場
合があります） 

約８億９,１９７万円 平成22年度補助経費金額 

約６円（離島平均） 
石油製品１リットル 
あたりの補助額 

【質問等問い合わせ先】　沖縄県企画部　地域・離島課　離島振興班　 

　沖縄県は、県内で消費される揮発油について「沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律」により、揮発油（ガソリン）

に係る税金（国税：揮発油税及び地方揮発油税）が１リットルあたり７円軽減されています。 

　また、本措置を前提に、沖縄県において石油価格調整税（県税）として揮発油１リットルあたり1．5円の課税を行い、

その税収を実質的な財源として、「石油製品輸送等補助事業」を行っております。 

　この「石油製品輸送等補助事業」では、沖縄本島地域と離島地域との間で石油製品価格に大幅な格差が生じないよう、

沖縄本島から県内離島へ輸送される石油製品（揮発油・灯油・軽油・Ａ重油）の輸送経費のほぼ全額を補助しております。 

　この補助制度により、県内離島地域での石油製品の販売においては、輸送経費がほぼかかっていないことになります。 

TEL：098-866-2370

税 務 署 か ら の お 知 ら せ  税 務 署 か ら の お 知 ら せ  

　障害があるため日常の歯の健康管理がむずかしく、また意思表示が十分でないため

一般の歯科医院での治療が困難な障害児（者）の歯科治療を下記により実施します。 

　ご希望の方は４月26日(木)までに市町村窓口や下記、問い合せ先までお申込
みください。 

※全身麻酔下での治療ですので、麻酔治療で体に異常をきたさないかどうか事前に予備検診を行い、対象者を決

定いたします。施設に入所している方も受けられます。 

※予備検診(５月上旬)⇒本検診(５月中下旬)の２回の検診があります。検診にかかる費用は自己負担になります。 

障害児（者）の歯科治療について 障害児（者）の歯科治療について 

■ 期　間： 平成24年６月６日（水）～７月４日（水） 
■ 場　所： 県立北部病院 
■ 対象者： 一般歯科治療が困難な障害児・者（障害の程度は問いません） 

＜全身麻酔下歯科治療実施期間等＞ 

沖縄県福祉保健部 障害保健福祉課 (098)866-2190 
沖縄県歯科医師会立口腔衛生センター (098)879-8350

◎お問い合わせ 

※治療内容、費用負担等のお問い合わせは、沖縄県歯科医師会立口腔衛生センターまでご連絡ください。 

石油製品輸送等補助事業  
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狂 犬 病 予 防 注 射  狂 犬 病 予 防 注 射  

ハブ咬症注意！！ 

　最近、路上や公園内へのペットのフンに関する苦情や、

それにともなう悪臭に関する苦情が多く寄せられています。 

　放置フンは景観を損ねるのに加え、近隣の住民・通行す

る人にとっても大変迷惑となります。 

　犬の散歩時は、エチケット袋を持参し、環境衛生にご協

力下さい。 

　伊江村では昨年2件のハブ咬症が報告されてい

ます。気温が暖かくなるとハブの行動が活発にな

り、咬症被害が多く発生するため注意が必要です。 

①夜行性で薄暗くなっ

てから活動を始める。 

②出血毒を有し人体に

入ると毛細血管を壊す

ため、激しい痛みと腫

れをもたらす。 

③攻撃範囲は体長の３

分の２程度。 

①激しい動きをしない。(走ったりしない！) 

②応急処置として傷口から吸引機等で毒を繰返し吸い出し

ましょう。 

※口から毒を吸い出しても人体に問題ありませんが、他人

の口からの吸引は感染症等の恐れがあるので避けるように。 

③早急に医療機関で治療を受けましょう。 

④病院まで時間がかかる場合は、血の流れを減らす程度に

ゆるく縛ります。 

伊江村役場 建設課 環境衛生担当：大城　電話 49－3162

違反者は1,000万以下の罰金も！！ 
敷地内での廃棄物焼却（野焼き）は、下記例外を除いて法律により禁止されています。 

詳しいお問い合せは 

ハブの特徴 ハブに咬まれたら 

▼ 野焼きに関して ▼ 

① 

⑤ 

② 

国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄 
物の焼却 

日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なも 
の（たき火、キャンプファイヤーなど） 

災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却 

③ 

※ ④ 

風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却 

農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行わ 
れる廃棄物の焼却（魚網にかかったごみの焼却、害虫駆除や、わ 
ら焼却など） 

　例外とされた行為であっても、

住宅地付近の畑の野焼は周りの住

民の迷惑となる可能性があり行政

指導の対象となります。         

　最近、※④の野焼きにより「目

が痛い」・「のどが痛い」・「臭い」

といった苦情が相次いでいます。         

　野焼きをおこなう場合は、事前

に役場建設課　環境衛生担当まで

御連絡下さい。 

公民館 

日時：平成24年5月16日（水） 

実施獣医 時間 

岸本　亨 
首里ペット病院 

10：00～10：45 

11：00～11：45 

13：15～14：00 

14：15～15：00

真　謝 

西　崎 

西江前 

川　平 

公民館 

日時：平成24年5月17日（木） 

実施獣医 時間 

金城　文安 
金城動物病院 

10：00～10：45 

11：00～11：45 

13：15～14：00 

14：15～15：00

阿　良 

東江前 

東江上 

西江上 

※自分の区の実施日及び実施時間帯で都合の悪い方は、他の区の公民館でも予防注射を受けられます。 

※予防注射は、飼主の義務です。漏れのないようよろしくお願いします。 

ペットの 
エチケット 
ペットの 
エチケット 
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運動の基本(子どもと高齢者の交通事故防止)に関する推進項目 

交通死亡事故抑止功労市町村表彰受賞！ 

交通安全を推進しましょう！ 

　春の交通安全運動では、少子化が進む中、次代を担う子どものかけがえのない命を社会全体で

交通事故から守ることが重要であり、特にこの時期は新入学児童等に交通ルールや交通マナーを

習得させる必要があるとともに、交通事故死者数全体の約半数を高齢者が占める交通事故情勢に

的確に対処する必要があることから、｢子どもと高齢者の交通事故防止｣を運動の基本とします。 

　伊江村内において、村民みなさまの交通安全へのご理解とご協力により、飲酒運転抑止対

策を積極的に推進し、沖縄県の交通事故防止に寄与されたことにより受賞にいたりました。 

　今後とも引き続き交通安全へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします！ 

春の全国交通安全運動 春の全国交通安全運動 

新高齢運転者標識 

（Ｈ23.2.1～） 

● 運転者は ● ● 家庭・地域では ● 

・運転する人に酒をすすめない 
・酒を飲んだ人に運転させない 

・運転するなら酒を飲まない 
・酒を飲んだら運転しない 

平成 
24年 

子どもとその保護者及び高齢者の交通安全意識の高揚を図るとともに、 

子どもと高齢者に対する保護意識の醸成を図るため、次の項目を推進する。 

平成 
23年度 

飲酒運転四（し）ない運動 飲酒運転四（し）ない運動 

(１) 幼児・児童とその保護者に対する入園・入学時期を捉えた交通安全啓発・教育の促進 

(２) 通園・通学時間帯等における街頭での幼児・児童に対する交通安全指導、保護・誘導活動の徹底 

(３) 広報啓発活動等を通じた高齢者自身による身体機能の変化の的確な認識とこれに基づく安全行動

の促進 

(４) 街頭での高齢者歩行者・電動車いす利用者・高齢自転車利用者に対する交通安全指導、保護・誘

導活動の促進 

(５) 70歳以上の運転者について高齢運転者標識（高齢者マーク）の使用促進

と、高齢者マークを表示している自動車に対する保護義務の周知徹底 

(６) 子どもと高齢運転者に対する思いやりのある運転の促進 

(７) 夕暮れ時と夜間における歩行中・自転車乗用中の反射材用品等の着用の

促進 

(８) 参加・体験・実践型の交通安全教育等の推進による交通ルール・マナー

の理解向上と安全行動の実践 

(９) スクールゾーン、シルバーゾーンや生活道路等の歩行者・自転車の安全

な通行を確保するための交通安全総点検の促進 
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　3月13日、地域人権啓発活動活性化事業の一環として、

jimama人権コンサートが伊江中学校体育館で開催されまし

た。コンサートでは、東日本大震災で被災した南三陸町を、

jimamaさんが復興ライブで訪れた際に見た、現場の悲惨さ

や、復興に向けて頑張っている被災地の人々の様子をスク

リーン映像で流し、普通に暮らせているということの幸せ、

相手の気持ちを考え思いやることの大切さ、命の尊さを1時

間半にわたり学びました。Jimamaさんが涙ながらに被災

地の現状を訴える姿に、時折涙する生徒も見られました。

また、生徒とのコラボレーション企画として「上を向いて

歩こう」の合唱も行われ、会場がひとつになり絆が深まっ

た様子が感じられました。伊江中学校生徒を代表してあい

さつした島田雄飛君は「jimamaさんの歌や、被災地での体

験を聞いて、命の尊さを考えることができました。一緒に

歌うこともできて思い出に残ります。ありがとうございま

した」とあいさつしました。 

 

　第30回伊江中卒各期対抗野球大会が3月18日、25日に村

内4会場で開催されました。大会には22チームの各期生チ

ームが参加し、18日の1日間で全試合終了予定でしたが、

準決勝、決勝の3試合は悪天候により25日へ持越しとなり

ました。今大会は30回記念大会ということもあり、対戦チ

ームを指名し他チームから了承を得れば対戦できるという

制度も実施しました。決勝戦は3度目の決勝進出で初優勝を

狙う42期生と、今期卒業生で初出場初優勝を狙う64期生の

試合で、ともに初優勝をかけての試合となりました。結果、

攻守ともに安定感を見せた64期生が3対0のスコアで42期生

を下し、初出場初優勝に輝きました。最優秀選手賞に輝い

た64期生の小濱大樹君は「応援に来てくれた同級生や、保

護者の応援のおかげで優勝することができた。島を離れる

前に最高の思い出ができた。高校へ行っても野球を続けた

いです。」と喜びと抱負を語りました。 

第53回 職域野球大会 

第30回 

熱戦を制した公貨チーム 

【個人成績】 

最優秀選手賞：大城　　哲 

優秀選手賞：島袋　翔輝 

打撃賞１位：玉城　堅矢 

打撃賞２位：蔵下　晴樹 

優　勝／64期生 

準優勝／42期生 

最優秀選手賞／64期生：小濱 大樹 

優秀選手賞／42期生：大城 勝好 

打撃賞１位／42期生：大城 勝好 

打撃賞２位／42期生：与那城 久 

人権について歌を通して訴える j i m am aさん 

伊江中卒各期対抗野球大会 

初優勝に輝いた伊江中64期生 

　第53回職域野球大会が4月1日、青少年旅行村野球場を主

会場に開催されました。大会には村内各職場から14チーム

が出場し、同僚らとのプレーや応援を楽しみました。決勝

戦は数回の優勝を経験している公貨チームと数十年ぶりの

優勝を狙うエースバーガーチームの対戦となり公貨チーム

が4-3で熱戦を制しました。両チームともすでに3試合をこ

なしていましたが疲れを見せない気迫あふれるプレーで好

ゲームを演出し観客を魅了しました。 

jimama人権コンサート jimama人権コンサート jimama人権コンサート 
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平成24年度 

伊江村役場職員人事異動 
（発令：平成24年４月１日付)

■ 課長級 

【配置換え】 

　議会事務局長 島田 勝雄 総務課長 

　総務課長 西江 正 福祉保健課長 

 

【昇任】 

　福祉保健課長 金城 和廣 建設課補佐 

　会計管理者 内間 常喜 教育行政課補佐 

 

■ 船員の部 

【昇任】 

　次席船長 大城 哲 １等航海士 

 

■ 補佐・所長 

【配置換え】 

　公営企業課補佐 東江 民雄 商工観光課補佐 

 

【昇任】 

　出納室補佐 大城 清美 出納室主査 

　住民課補佐 玉城 睦美 総務課主査 

　　税務担当 

　住民課補佐 知念 淳 公営企業課主査 

　　住民国保年金担当 

　建設課補佐 宮里 正邦 住民課主査　　　 

　商工観光課補佐 松本 壮 商工観光課主査 

　教育行政課補佐 山城 直也 教育行政課主査 

　共同調理場所長 島袋 裕次 商工観光課主査 

 

 

■ 主査・主事等 

【配置換え】 

　総務課 内間 清美 住民課 

　政策調整室 新保 礼人 総務課 

　　県実務研修終了 

　出納室 崎浜 秀明 農林水産課 

　農林水産課 知念 一輝 建設課 

　農林水産課 平敷 兼清 総務課 

　商工観光課 大城 和彦 農林水産課 

　公営企業課 内間 成美 住民課 

　公営企業課 島袋 綾 建設課 

　教育委員会 玉城 いつ子 福祉保健課 

　　幼稚園教諭　 

【採用】 

　主事 玉城 瑞喜 総務課 

　主事（税務係） 古堅 美由紀 住民課 

　主事（住民係） 大城 香呂 住民課 

　主事（国保係） 名嘉原 一哲 住民課 

　主事 屋宜 月美 福祉保健課 

　主事 金城 成 農林水産課　 

　主事 知念 寿人 商工観光課 

　主事 永吉 盛繁 教育委員会 

　主事 大城 香 教育委員会 

　看護師 上間 由香子 福祉保健課 

　甲板員 蔵下 晴樹 公営企業課 

■ 派遣 

　県実務研修 浦崎 悟 政策調整室　 

　　市町村課 

　企業研修 知念 寿人 商工観光課　 

　　伊江物産センター 

 

 

 

■ 退職の部 

・定年退職 

　照屋　善市 （議会事務局長） 

　内田　恵子 （会計管理者） 

　新川　純一 （住民課補佐） 

　城間　正治 （公営企業課補佐） 

　知念　明美 （共同調理場所長） 

　友寄　るり子 （公営企業課主査）　 

・勧奨退職 

　金城　渡 （住民課補佐） 

　高崎　恵津子 （福祉保健課補佐） 

　兼謝名　睦子 （出納室主査） 

　玉寄　清子 （保育士） 

・普通退職 

　坂本　美保子 （保健師） 

　喜屋武　いずみ （看護師） 

移動後　　　　　　　　　　　　移動前 

新入さん紹介 新入さん紹介 

がんばり 
ます！ 
がんばり 
ます！ 
蔵下　晴樹 

　伊江村の玄関口となる
職場で笑顔を絶やさずし
っかり責任が果たせるよ
うに日々努力し頑張りた
いと思います。 

昭和57年生（30歳）川平区出身 
◆趣味・特技　釣り 

役場 

役場 

役場 

上間　由香子 

　看護師として島の医療に携

わることができ本当にうれし

く思っています。これからも

皆様が安心して診療所の利用

ができるよう精一杯頑張りま

すのでよろしくお願いします。 

昭和48年生（38歳）茨城県出身 
趣味・特技　テニス 

看護師 

古堅　美由紀 

　住民課、税務係に配属にな
りました。伊江村に来て4年
とまだまだ浅くわからない事
も多々ありますが、村民の皆
様に少しでも貢献できるよう
頑張りますのでよろしくお願
いします。 

昭和53年生（34歳）　宜野湾市出身 
趣味・特技　編み物 

名嘉原　一哲 

　住民課への配属となり
ました。日々の努力を成
長の糧と信じ一生懸命村
民のため、頑張りますの
でどうぞよろしくお願い
します。 

平成2年生（21歳）西崎区出身 
趣味・特技　サッカー 

金城　成 

　農林水産課への配属となり
ました。伊江村の生活基盤を
大きく支える課に配属され、
嬉しく思います。村民との対
話の元、全力投球で頑張って
いきます。皆様どうぞよろし
くお願いします。 

昭和57年生（29歳）阿良区出身 
趣味・特技　野球 

永吉　盛繁 

　母、母方祖父母が伊江島
の出身です。縁があって伊
江村に採用され、教育委員
会配属になりました。村民
の皆様のお力に添えるよう
一生懸命頑張ります。よろ
しくお願いします。 

昭和57年生（30歳）那覇市出身 
趣味・特技　映画鑑賞・サイクリング 

儀間　五子 

　10年間書記として地域
の中で育てていただいた
経験の中から「元気あふ
れる地域づくり」に努め
て参ります。 

昭和33年生（53歳）東江上区出身 
趣味・特技　読書 

西崎 
区長 

長濱　賢 

　今年3月28日から伊江
駐在所勤務になりました。
事件事故を未然に防ぎ村
民の皆様が安全で安心で
きる伊江島にできるよう
に頑張ります。 

昭和56年生（30歳）うるま市出身 
趣味・特技　バスケットボール 

伊江 
駐在 

玉城　瑞喜 

　総務課に配属になりま
した。大学を卒業したて
でわからない事ばかりで
すが、立派な職員を目指
し頑張りますのでご指導
よろしくお願いします。 

平成2年生（22歳）阿良区出身 
趣味・特技　ボーリング・バスケットボール 

大城　香呂 

　住民課への配属となり
ました。村民の皆様との
係わりを大切に、感謝の
気持ちを忘れず頑張りた
いと思います。よろしく
お願い致します。 

昭和55年生（32歳）浦添市出身 
趣味・特技　アロマ・ハンドボール 

屋宜　月美 

　福祉保健課への配属となり
ました。子供を産んで帰って
きて1年、地域の皆様に支え
られてきました。これからは
少しでも皆様の役に立てるよ
うに、笑顔を忘れず頑張りた
いと思いますのでよろしくお
願いします。 

昭和59年生（27歳）西江上区出身 
趣味・特技　体を動かすこと・カラオケ 

知念　寿人 

　商工観光課への配属とな
りました。企業研修員とし
て伊江島物産センターを担
当します。特産品を広めて
いけるように頑張ります。
よろしくお願いします。 

昭和54年生（32歳）川平区出身 
趣味・特技　読書 

大城　香 

　新しいスタートというこ
とで一生懸命頑張っていき
ます。人見知りという短所
を改善する様に元気に頑張
りますので、どうぞよろし
くお願いします。 

昭和62年生（24歳）西江上区出身 
趣味・特技　ＤＶＤ鑑賞 

船舶 

役場 

役場 

役場 役場 

役場 役場 



ゆり祭り・ゴールデンウイーク期間中 

【人材育成会】　●川平４番地 

東江正賢様より　息子　東江建様の第39回琉球新報短編小説賞受賞記念として　十万円　 
御 寄 付 御 礼  御 寄 付 御 礼  

満１歳
 

　３月31日付けで、定年・勧奨・普通退職にて照

屋善市（議会事務局長）内田恵子（会計管理者）新

川純一（住民課補佐）城間正治（公営企業課補佐）

知念明美（共同調理場所長）友寄るり子（公営企業

課主査）金城渡（住民課補佐）高崎恵津子（福祉保

健課補佐）兼謝名睦子（出納室主査）玉寄清子（保

育士）坂本美保子（保健師）喜屋武いずみ（看護師）

の皆さんが退職しました。これまで各々の立場で地

域住民へのサービス向上にご尽力くださいました。 

退職者紹介 

平敷 杏心（きょうこ）ちゃん 
性別：女 
生年月日：平成23年4月2日生 
父：平敷　兼清 
母：平敷　杏里 
行政区：東江上 
最近あんよが上手になってきたね！ 
心優しく、元気いっぱい大きくなってね♪ 

長い間ご苦労さまでした 長い間ご苦労さまでした 長い間ご苦労さまでした 

4月27日（金）・5月２日（水） 

5月１日（火） 

4月28日（土）・29日（日） 

30日（月） 

5月3日（木）・4日（金） 

5日（土）・6日（日） 
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10：00 

10：35 

13：00 
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9：00 
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１．車輌航送は要予約になります。 

２．航送券は、出航の１時間前から30分

前までには購入してください。 

３．航送券購入後は、出航20分前までに、

待機所で車輌を待機させておいてく

ださい。尚、出航20分前までに待機

所にいない車輌については、スペー

ス待ちの車輌を繰り上げて航送しま

すので注意してください。 

４．お帰りの際は、30分前までに、切符

売場にて係員の検認を受けてください。 

５．予約後のキャンセルについては、連

絡するようお願いしていますが、ス

ペース待ちのお客様についても連絡

くださいますようお願いします。 

● 車輌航送のご協力について ● 

お問い合わせ先 

伊江港　0980-49-2255（事前予約） 
本部港　0980-47-3940（本部発当日予約） 

お問い合わせ先 

伊江港　0980-49-2255（事前予約） 
本部港　0980-47-3940（本部発当日予約） 

お問い合わせ先 

伊江港　0980-49-2255（事前予約） 
本部港　0980-47-3940（本部発当日予約） フェリー運航表 フェリー運航表 

平成24年 




